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星形図形の角の和 小松島南中

くさび形図形を５回使うと

Ａ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｂ＋Ｅ＋Ｄ＋Ａ＋Ｃ＋Ｅ＋Ａ＋Ｂ＋Ｄ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＝３（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

であるがこれは五角形の内角の和なので５４０°

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＝５４０÷ ３＝１８０°

くさび形図形のまたの間の角の和は

チョウチョ型図形を使ってＢ＋Ｅの場所を変えると

一つの三角形の内角の和となる。なので１８０°
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丸で囲んだ角の和は３６０× ５＝１８００

五角形の内角の和なる部分を足して５４０

これが対頂角でもう１個ずつあるので

１８００－１０８０＝７２０

外に飛び出した三角形の内角の和は１８０× ５＝９００

９００－７２０＝１８０°

５４０× ２＝１０８０°

外に飛び出している三角形の内角の和は１８０× ５＝９００
印をつけた角の和はちょうど五角形の外角の和なので３６０
もう一つの印をつけた角の和も五角形の外角の和なので３６０

９００－３６０－３６０＝１８０°
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この図形の整った図を書くと

５４０÷ ５＝１０８

１８０－７２－７２＝３６ ３６× ５＝１８０°

真ん中に正五角形ができて

三角形の一つの内角はその隣にない二つの内角の和に等しいので

Ｂ＋ＤとＡ＋Ｃを移動して結局一つの三角形の内角の和なので

１８０°


